
頁 項目
26 第１編第１章

総 則

第１節 総 則

68 第１編第２章

土工

第４節 道路土工

２－４－４ 路床盛土工

～ 略 ～

18. 路床最終仕上後, 全幅, 全区間についてプルフローリングを行い, 監
督員の確認を受けなければならない｡たわみ量により十分な路床支持力が得
られないと判断された場合は, 監督員の指示により適切に処置しなければ
ならない｡この場合、プルフローリングに使用する車輌のタイヤ接地圧は、
3.5kgf/cm2以上でなければならない。なお, 歩道, 路肩及び取付坂路等の
プルフローリングは, 監督員の承諾を得て省略することができるものとす
る｡

共通仕様書 土木工事編Ⅰ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

１－１－25 工事完成検査

～ 略 ～

２. 請負者は, 工事完成届提出時及び監督員が指示した時に, 次の資料及
び記

録を整備し, 監督員に提出しなければならない｡
(1) 出来形図
(2) 施工管理の結果資料

① 出来形管理
② 品質管理
③ 工事写真

１－１－25 工事完成検査

～ 略 ～

２. 請負者は, 工事完成届提出時及び監督員が指示した時に, 次の資料及
び記

録を整備し, 監督員に提出しなければならない｡
(1) 竣工図
(2) 施工管理の結果資料

① 出来形管理
② 品質管理
③ 工事写真

２－４－４ 路床盛土工

～ 略 ～

18. 路床最終仕上後, 全幅, 全区間についてプルフローリングを行い, 監
督員の確認を受けなければならない｡たわみ量により十分な路床支持力が得
られないと判断された場合は, 監督員の指示により適切に処置しなければ
ならない｡
なお, 歩道, 路肩及び取付坂路等のプルフローリングは, 監督員の承諾を
得て省略することができるものとする｡

提出書類を、平成２１年３月２７日付け２０企技第２０８１号で通知した提出書

類削減の表現に合わせ「竣工図」とするもの。

なお、竣工図は図面タイトルの上部に「竣工図」と記載するか、又はスタンプ

を押すのみとする。（社判の押印は不要）

プルフローリングのタイヤ接地圧 記載漏れを追加



頁 項目

共通仕様書 土木工事編Ⅰ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

131 第２編第２章

土木工事材料 ２－８－１ 一般瀝青材料

第８節 瀝青材料

511 第５編第１章

築堤・護岸 １－５－１ 一般事項

第５節 法覆護
岸工 ～ 略 ～

６. 吹出し防止材の施工にあたっては, 吹出し防止機能が損なわれないよ
う配置するとともに, 10㎝以上重ね合わせするものとする｡

～ 略 ～

６. 吸出し防止材の施工にあたっては, 吸出し防止機能が損なわれないよ
う配置するとともに, 10㎝以上重ね合わせするものとする｡

Ⅰ型の伸度、タフネス、テナシティの訂正

－
5.0以上

2.5以上

誤記を修正した。



頁 項目

共通仕様書 土木工事編Ⅰ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

48 第１編第１章

総 則

第１節 総 則

１－１－48 建設機械

～ 略 ～

４. 排出ガス対策型建設機械の使用にあたっては, 施工現場において使用
する排出ガス対策型建設機械による施工が確認できる写真等を整備し監督
員の求めに対し提示すること｡

１－１－48 建設機械

～ 略 ～

４．削除

４．の削除

平成２１年３月２７日付けで削除通知したところであり、誤記載のため項目を

削除。



頁 項目
37

１－３－７－４ 組立て

114

３－２－３－１－２ 浚渫船運転工

共通仕様書 土木工事編Ⅱ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

土木工事施工管
理基準及び規格
値

土木工事施工管
理基準及び規格
値

注３）の削除

平成２０年１２月２５日付けで削除通知したところであり、誤記載のため項目を

削除。

注３） 削除

バックホウ浚渫船の記載を追加

（バックホウ浚渫船）



頁 項目

共通仕様書 土木工事編Ⅱ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

241

１ ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

278

９ 転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ

279

品質管理基準及
び規格値

品質管理基準及
び規格値

JISの記載もれを追加

JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)

他のｺﾝｸﾘｰﾄと合わせ試験項目を削除



頁 項目

共通仕様書 土木工事編Ⅱ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

293

１６ 吹付工

297

１７ 現場吹付法枠工

317

２２ 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ(NATM)

品質管理基準及
び規格値

品質管理基準及
び規格値

品質管理基準及
び規格値

JISの記載もれを追加

JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)

JISの記載もれを追加

JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)

JISの記載もれを追加

JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)



頁 項目
356 ７．建設リサイ

クルガイドライ
ン

共通仕様書 土木工事編Ⅲ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

様式が改正されたため（担当：建築指導課 指導審査担当）

なお、様式は県のホームページからダウンロードできます。

http://www.pref.fukushima.jp/kenchiku/data/shido/shi/risaikuruhou/risaikuruhou.
htm



頁 項目

共通仕様書 土木工事編Ⅲ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

357 ７．建設リサイ
クルガイドライ
ン

様式が改正されたため（担当：建築指導課 指導審査担当）



頁 項目

共通仕様書 土木工事編Ⅲ・訂正対比表
訂 正 前 訂 正 後

358 ７．建設リサイ
クルガイドライ
ン

様式が改正されたため（担当：建築指導課 指導審査担当）



竣工図



平成22年12月 削除



ないと判断された場合は, 監督員の指示により適切に処置しなければならな

い｡この場合、プルフローリングに使用する車輌のタイヤ接地圧は、3.5kgf/cm2以

上でなければならない。なお, 歩道, 路肩及び取付坂路等のプルフローリングは,

監督員の承諾を得て省略することができるものとする｡



－

2.5以上

5.0以上



吸出し防止材 吸出し防止





（バックホウ浚渫船）



JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)







JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)



JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)



JIS A 5011-4(電気炉酸化スラグ細骨材)

JIS A 5021(ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H)



－356－



－357－



－358－


